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戦略推進マネージャーの連載を広報誌で掲載しています！
　「余市の人たちには、長く続けていることが信用に
繋がるんですよね」
　そう塩田さんは言う。とはいえ、100 年である。こ
れって、余市という町の事情？ それとも書店という
商売ゆえのこと？ 塩田さん、どう思います？

「どっちもでしょうね。余市も本屋もちょっと変わっ
てるでしょ。いい意味でも悪い意味でもね」
　塩田さんの言いたいことは、なんとなくわかる。け
れど、ちっともわからないような気もする。余市の風
景と本屋の情景を思い浮かべると、僕の中では前者だ
な。なんとなくわかる、の方。本当になんとなくだけ
れど。塩田さんの「余市も本屋もちょっと変わってる」
という言葉がごろごろっと頭の中を転がっていく。

「私が塩田屋を継いで 30 年ちょっとになります。昔の
人間ですから、長男が跡を継ぐことに何の疑問もな
かった時代です。学校を出て札幌で働いてましたけ
ど、父はいつかは私が帰ってくると思っていたでしょ
うし、私もいつかは余市に帰るものだと思っていまし
た」
　札幌で地図の販売会社で働いていた塩田さん、33
歳のとき、余市へと戻ってきた。店を継ぐとか継がな

いとか、そんな話を先代とは一度もしたことがなかっ
たという。そろそろかなと思って帰ってきて、いよい
よだなと当たり前のように町の本屋の主となった。
　塩田屋の建物は築 60 年。塩田さんが生まれた少し
後に建てられたものだ。広さを訊くと塩田さんは「入
口が四間で ......」と独りごちながら「20 坪ほどか
な」。入って右手に雑誌の陳列棚、さらにその右には
コミック棚がある。「ようやく入ってきたんですよ」と、
塩田さんは棚に並んだ『鬼滅の刃』を指した。その横
には『余市町史』全６巻が陳列されている。考古の時
代から平成までの余市の歴史を役場の町史編纂室がま
とめたものだ。4年前から刊行が始まり、昨年に出揃っ
た。扱っている書店は、塩田屋だけだという。店の左
側は文房具、奥は印鑑や熨斗袋で占められている。すっ
きりと整った店内を見渡すと、書籍や文庫本の姿がほ
とんど見当たらないことを知る。
　「書籍や文庫は少ししか置いてないんです。同心も
のがちょろっとあるくらいで、あとは配本で入ってく
るものだけですね。以前は私の趣味で書棚をつくった
りもしていた時期もあったんですよ」（続く）

余市の人々。　第２回　【江部拓弥】　

※「余市の人々。」は、余市町戦略推進マネージャーの江部拓弥（えべたくや）さんが、余市町に関わりのあ
る人物へのインタビューをもとに執筆し、「ＷＥＢ本の雑誌。」（https://www.webdoku.jp/column/ebe/）に掲
載されているものを、転載しております。※掲載日 2020.8.31


